























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































汲 ② に 明 ら か で あ ろ 。




こ れ は 、
「僕」のように使用度数二九一
を
















節 内 の 主 諾 、
節 内 の 述
語となる。
即ち、
愛 の（ 愛 が ー す ろ ）（ ー が 愛 で あ る ） 1













主 語 主＜節 内
語
〉 述 語
修 飾 ,g 
連体修飾 連 用 修 飾
語彙 ニ 格 ヲ 格 その他w K W K 0〈節内〉 w kその他
W K w K W Kそ咲也
愛 3 ゜ 5 ゜ 1 4 4 7 ゜ 1 l 3 1 2 ゜ ゜
忍 5 2 1 ゜ 5 ゜ 2 3 1 ゜ 1 3 1 1 ゜ ゜
生 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 4 ゜ 3 1 1 l l ゜ ゜
死 5 l ， ゜ 1 ゜ 3 6 ゜ l l 15 3 3 ゜ ゜
英 4 2 3 1 ゜ ゜ ゜ 5 ゜ 1 ゜ 3 ゜ 2 ゜ ゜
肉 2 ゜ 3 1 ゜ ゜ 7 2 ゜ 3 ゜ 3 1 2 ゜ ゜


















担 う 主 話 、 述 店 は
「生」と「死」
は、
対とな ろ 語 で


















作 家 の 思 想 に 関 与 す ろ よ う に 、 作 家 の 感 性 に 関連が深いと考 え られ
ろ。
その感性
的部 分 を 、 漢語という知性 的 且 つ 論 理 的
な語が示
すことに三島の特徴と言うぺきものがあると考えられろ。
ー 一 一 字 漢
語
f し名 詞 の 大 部 分 を 占 め ろ 二 字 漢語は、当然名詞を 総 括 し た 結 果 と






となる人称 の 名 詞 「 自 分 」 「 天 人 」 「 老 人 」 両i跡」「人間」と 、 観 念 的 な語「存
在」
「 肉 帳 」
「世間」「世界」「不安」「 病 氣 」 「 卑 俗 」
「 欲
望 」
を 選 択 し 、その分布を調 査 し た 。




「 自 分 」 は 、他とは僅かに 性 格 が 異 な り 、
「自
分 の 憶 打 ら 」 （連体修飾↓W、PIO)、
「自分の
微 笑 」 （ 連体修飾↓K、Plo)と な ろ 場 合 が 多 い 。こ れ は 「 自 分 」 が 、 自 身 と 同 意語で、所有的 性格が強い語で

















その他w K W K O(ffij内 w k疇 W K W K W K破池
自分 16 3 42 7 2 1 65 66 1 15 5 23 15 25 3 ゜
天人 1 5  1 5 3 1 ゜ II 7 ゜ l ゜ 6 ゜ l ゜ ゜
老人 14 ゜ 10 ゜ 1 ゜ 7 ， 2 2 1 2 ゜ 3 2 ゜
門跡 6 1 4 ゜ ゜ ゜ 5 1 1 3 2 2 ゜ 2. ゜ ゜
人間 11 4 6 1 ゜ 3 14 22 2 4 2 6 4 5 4 ゜
計 62 9 67 11 4 4 102 • 105 6 25 10 39 19 36 ， ゜
計 1 49 ( 29.3%) 8 (1.ff'/4 351 (69.1 %) 
存在 4 2 6 1 2 ゜ 7 6 1 4 l l l 2 ゜ ゜
肉艘 2 1 2 ゜ ゜ ゜ 5 ， 1 l ゜ 1 2 ゜ ゜ ゜
世11l1 2 l 2 ゜ ゜ ゜ 12 3 ゜ 1 ゜ 1 ゜ 5 ゜ ゜
世界 10 1 3 5 ゜ 1 10 7 I 5 ·O ， 4 6 2 ゜
不安 ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ 1 l ゜ 7 ゜ 3 2 l ゜ ゜
病氣 1 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 2 3 ゜ 2 ゜ 4 1 1 ゜ ゜
卑俗 1 ゜ I ゜ 0 11 1 2 ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
欲望 1 1 ゜ ゜ 1 ゜ I ゜ ゜ ゜ 1 3 3 l ゜ ゜
計 21 6 14 8 3 13 39 31  3 21 2 22 13 16 2 ゜







































＼ 主．語 述 語
迎体修飾1迎用修飾
修 鉛 語
3K 160 44 
330 I 373 
703 
4K 55 22 ， 
128 I 168 
296 
5k 11 11 
27 I 43 
．． 70 
6K 4 2 
11 r, 15 
26 
7K 1 2 
4 I . 3 
7 
8K ゜ 2 l I ゜
I 
9K 1 ゜ 1 l 
計 232 83 502 I 602 


























名 詞 は 、 数 震 的 に
は、七0％以上が修飾語として、即ち形容語
として用いられることが判明した。また、連体修飾成分となろ場合 、 被 修飾語には和話を
とる
こ と が
多 い と 言 え る 。 従 っ て 、 三 島
は名国に於いて
、 作 家 の 感 性 的 部 分 の あ
ら
われ品い修飾語に、知
性的 で 廠 密 9 漠 店 を
用い、主語・述話等、作家の思 想 の あ ら わ れ
品 い 、 主 題 提 示 部 分 に 於 い て 漢 詔 使用
が少 な
い、という結論を得
ろ 。 ま た 、 修 釣 梧 が 非 常 に 多 い
l_
＿ 品 の 特 色 か ら 、 主 話 ・述話より
も、修釣梧










重 文 に 於 け ろ対立節の述語となるもの
・
.。










と 、 ほ ぼ 半 数 ず つ に 分 か れ て い
ることが観寮されろ。
ここで、主体となろ文京において、漢距サ変動詞が用いられる
























155 263 | 268 1 26 261 
155(16.CY'/4 邸7 (57.2%) 261 (26．筋,)
155 (16. ff/4 818（訊Oo/o)
さ ら に 「 漢
語＋な」
の内











3 形 容 励 詞「漠語＋だ」
の







分類 と し て
は
、 「 漠 類 ＋ な 」 の 迎 体 修飾語となる場合、 被 修飾
語 が
、和語である か 、 渓 で あ ろ か の 二 項 目 を こ れ に 加 え ろ 。 結





形 容 動 詞 は 、 突 に 八 四 ％ を 修 飾 語 が 占 め る 。
「 漢 栢 ＋ な 」 「 淡
話＋に」を取って現れるの
一ー7 







が 、 漠 話 を 修 飾 す ろ 比 率 が 高 い と い う 結 果 を 得 る 。
® 総 括名 詞 ・ 動 詞 ・ 形 容 動 詞 の 結 果 に 、 迎 用 修 鉛 語 と し て
の
副詞の数























主 語 述 語 修 釣 話
吾体とな記 節 内
寺体とば金i 節 内 連体修飾'l.i \i!l!用修飾話
名 詞 lOO8 830 ' 288 159 カ97 3877 
動 詞 ゜ ゜ 199 358 425 ゜
形容動詞 0 : ゜ 155 ゜ 557 ； 261 
副 印 0 ゜ ゜ ゜ ゜ 150 
計(I) . 1068 : 830 642 517 ・ 3779 4288 
計(2) 1898 (17.to/.) 
＇ 
1159 (10.4吟 8067（れ．5％）




る漢詔の位位に索めろことを 試 み た 。
即ら、修鯰語が多すぎて、
主 ・ 述 の 塊 係 が 不 明 確 で あるのに加えて、修節成分として生硬な渓語が位岡する為 に 、 彼特 有 の 薙 陪 な 文 体が 生 じ た と い う こ と で あ る 。
主語・述語が、直接的に








ま と め と 展 望






























































































「 三 島 由 紀 夫の文体」
7 ) に 詳
しい。
⑤'
一 例 が 森 重 敏 氏 で あ る 。
r 日 本 文 法 通 論 」 中 に 、 ( 1 0 九 頁 ）
対立関係を客語と補語とに分けるまでの必要はかならず しも な い が 、 ．そのような必要を 認 め な
い
という立場だけを一













以下の各表においては、この記号で表記することとした。KII漠語、WII和語、IKII一字 漢語、旅11ニ字 漢語(JKlgKも 同 様に 構 成 漢 字 数 を表わす
）
を 意 味 す る ものである。
⑦r





語一っーつの濶査は今後の課題である が 、 構 成 漢 字 数五
字
以上の漠語は、
その性格上、文章の生硬さをか な り 担 っ て い る
と考えられ、参考として次 に表示する。 (4) 
（右文密院r三島由紀夫研究』S45
参考
表 臣！ 述語 修 飾 語主 語 連体修飾 連 用 修 飾
語 槃 二 格 ヲ 格 その他



















自己正嘗化 2 I 
若年高血堅 I 
-74-
鰐[ 述 語 修 飾
語
主 語
迎体修飾 連 用 修 飾
語 彙
o・<!対立飾節〉 W K  "c<1.池
二 格 ヲ 格 その他
W K W K 





西経六十度 1 1 
























































： ＿ 語 彙 二 格

























































連 用 修 飾
ヲ 格 その他




















m 述 修 飾 語主 語 語 連体修飾 連用修飾・ 語 彙 ニ 格 ヲ 格 その他


















計 ゜ 2 1 ·o 2 ゜ 3 8 0 4 1 4 0 3 3 ゜
7 K 
一萬二千五百園 1 
港瀾管理弔務所 1 1 










午後六時三＋ ＝分 1 




計 ゜ 1 ゜ ゜ ゜ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 ゜
5K以上 総 計 3 4 8 1 13 4 11 31 2 17 3 15 3 15 8 ゜
こ の 表 に 於 い て 、
特 に五字以上の漢語に 限 定 し た 理 由 は
、
これらの語構成の語が 、 最 も 実 用 文 中 にあらわれにくい
と
判

























r 國 語 学 ば 論 」（時枝誠記
岩 波 柑 店
S 16 )












異なり 延 ペ 災なり 延 ペ
5
)!) ぽ） 虞） 説も 3K 08. 
156 221 
295 400 4
K ( 5.6) (2.3) ( 6.4) ( 35) 
(0.041 ) (0 .0�) 
87 97 S
K ( 1.8) ( 0.8) 
1 1 39 
45 6K 














r 國 文 法 囮 系 論 』
（橋本進吉
凪閻笞房岩波苔店
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